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【論文】 

 

孤立する留学生のオンライン学習支援とソーシャルサポート 

―コロナ禍でのボランティア学生の取り組み― 

Online Social Support for Isolated International Students:  

Students’ Volunteer Activities During the COVID-19 Pandemic 

村田晶子 

 

要 旨 

新型コロナウイルス感染症の拡大により、2020年度の授業が対面からオンラインに移行

し、人との接触機会が減少したことから、多くの学生が孤独やストレスを抱えた。とりわ

け留学生の場合、日本でのネットワークが限られ、孤独や不安を感じていた人々が多く、

人とつながり、日常の問題を相談できるようなサポートが必要とされた。 

本稿で分析するコロナ禍で孤立する留学生たちの学習支援とオンラインサポートは、こ

うした状況を踏まえて始まったボランティア学生達の活動である。本稿ではコロナ禍にお

けるボランティア学生による留学生のソーシャルサポートを分析し、①やさしい日本語や

英語を用いた来日の見守りと情報提供、②留学生の母語でのメンタルサポート、③留学生

と日本社会とをつなぐ交流サポート、④進学サポート、⑤就活サポートなどの実態を明ら

かにし、また、支援活動を通じた参加者（ボランティア学生、留学生）の様々な学び合い

を分析した。 

最後に、こうしたボランティアのオンラインのソーシャルサポートの取り組みは、非常

時のボランティア活動の新しい可能性を示すものであり、さらには、非常時のボランティ

アから、平時にも可能なソーシャルサポートにつながる可能性をもった取り組みであるこ

とを指摘し、ボランティア活動を深めるための教育プログラムとの連携の重要性について

も指摘した。 

本稿で分析するボランティア活動は、所属大学の 2020年度の『自由を生き抜く実践知

大賞』の大賞を受賞した、多文化教育科目の履修生たちの 1 年間の取り組みである。 

 

キーワード：ボランティア、コロナ、オンライン、やさしい日本語、ソーシャルサポート 

 

1．理論的背景 

新型コロナウイルス感染症の拡大は、私たちの日常を一変させた。偏見や差別、社会格

差と貧困など様々な問題が顕在化し、日本で暮らす外国人や外国にルーツをもつ人々も大

きな影響を受けた。コロナ禍で外国人がどのような問題を抱え、それに対してどのような

支援が行われたのかを明らかにすることは、非常時の外国人支援、そして誰も取り残され

ない社会を作るために何が必要なのかを考える上で重要である。 

災害において外国人が直面する問題として、言語的制約と情報収集の困難さ、心理的不
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安、生活習慣の違い（例えば食習慣）などの点が挙げられる（菊澤 2020）。情報共有の課

題に対応するために、重要な情報の多言語対応、ピクトグラムなどの視覚情報の使用とと

もに、外国人にわかりやすく配慮された「やさしい日本語」を活用した情報発信が重要と

される（ロング 2012）。また、心理的不安、生活習慣の違いを軽減する上で、周囲の人び

とやコミュニティーによるサポート（以下、ソーシャルサポート）が必要とされる。 

大学での留学生支援に目を向けると、コロナ禍以前から大学の留学生に対するサポート

体制として留学生のアドバイジングや学生間支援の重要性が指摘されており（横田・白土

2004、藤井・門倉 2004、中野 2006、加賀美・小松 2013）、大学教職員の相談体制の充実

やピアサポート、例えば、学生スタッフ制度（有償、無償の留学生支援チューター）、日

本語授業補助、日本語授業の会話ボランティアなどの取り組みや留学生と国内学生が交流

する国際交流ラウンジの運営が行われてきた。 

しかし、感染症の拡大により、対面を中心とした交流や支援がストップする中で、従来

のサポートが十分に機能しなくなり、オンラインでの留学生支援の模索と充実が求められ

た。こうしたオンラインでの留学支援は、今後ますます重要になってくると考えられるた

め、コロナ禍でどのような支援が行われたのかを分析し、その意義や将来に向けた課題を

明らかにすることが急務となっている。 

本稿はこのような課題意識に基づき、コロナ禍でボランティア学生たちの実践した留学

生のオンライン支援とソーシャルサポートを分析し、人と対面でつながることが困難な状

況において、学生間でどのように学び合い、支え合ったのか、そこにはどのような意義が

あったのかを明らかにし、今後の外国人支援と多文化共生を考えていく上で役立つ知見を

提供したいと考える。 

 

2．ボランティア活動の概要と調査方法 

本稿で分析する活動は、所属大学において 2020年の春学期と秋学期に行われたボラン

ティア学生による留学生の学習支援と交流である。ボランティア学生は、筆者が担当する

「多文化教育」科目の学生である。「多文化教育」科目は、春学期には国内の外国人を取

り巻く環境や受け入れ制度の課題を学び、災害時の情報発信、そして外国人の公共サービ

スの一環として注目されている「やさしい日本語」の背景などを学ぶことで1、多文化共生

に向けて何が必要なのか考えを深める。そして秋学期には多様な交流活動に参加し、省察

を行うことで学びを深める。例年、本授業の受講生の多くは秋学期に日本語の授業に参加

し、交流ボランティアの活動を行うが、2020 年はコロナ禍で対面での交流ができなくなっ

たことから、学生がオンラインでの留学生支援の活動に参加する形をとった。 

 

参加者：支援活動は、2020 年の春学期はクラスの課題ではなく、興味のあるメンバーのみ

の有志の活動として行われた（32 名の学生が参加）。そして秋学期は授業の一環としてク

ラス全員（42名）が参加した。留学生は、日本語教育プログラムを履修する学生の中で交

流に興味のある学生が春学期、秋学期それぞれ参加し、初級の学生は、授業の会話練習の

 
1 やさしい日本語に関しては授業で扱うとともに、電通ダイバーシティ・ラボ研究員の吉開章氏にゲスト

スピーカーとしてご講演いただいた。 
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一環として参加した（表１）。留学生の所属は、交換留学プログラム、日本語教育プログ

ラム、英語学位プログラムなどである。開始時にはボランティア学生と留学生の人数比が

わからなかったため、一対一の活動になるかどうかは決まっていなかったが、結果として

どちらの学期もボランティア学生と留学生がほぼ同数となったため、一対一のマッチング

を行った（ボランティア 1 名に留学生が２名になったのは２組のみ）。ペアのマッチング

は基本的にはランダムに行い、日本語の学習経験が全くない学生のみ海外経験のあるボラ

ンティアとペアにして日本語以外でのサポートがある程度できるようにした2。 

【表 1 参加者】  

 ボランティア学生 留学生 留学生の日本語レベル 

春学期 32名（有志のみ）  32名（17か国） 初級 56%、中級 19%、上級 25%  

秋学期 42名（クラス活動） 44名（17か国） 初級 40%、中級 22%、上級 38% 

 

なお、コロナ禍で一時帰国した学生、途中で来日した学生もいたため、学生の所在地は

多様で、春学期は国内 75%、海外 25%、秋学期は国内 60%、海外 40%であった（国内の

20%は途中来日）。 

 

ボランティアへのアドバイス：ボランティアには、留学生が日本語での交流を希望してい

るので、基本は日本語（相手のニーズに応じてやさしい日本語）を用いるように伝えた

が、相手が日本語でのコミュニケーションに過度の負担を感じないように、必要に応じて

英語（あるいは留学生の母語）、ジェスチャー、イラスト、写真、映像、動画、マップ、

機械翻訳など、利用できるリソースを使って交流するようにアドバイスした。また、交流

の際 Zoomのホストとして Zoomのチャットや画面共有を使う必要が出てくるため、設定

や使用方法について簡単に説明するとともに、個別の質問に対応した。 

 

活動概要：活動はボランティアと留学生がペアになり、毎週 1回のオンラインミーティン

グを行った（学期中の平均回数は 8.5回で、1 回のミーティングは一時間程度）。活動内

容は大きく二つに分けられる。①日本語が中上級の留学生との交流では、毎週のテーマを

決めたディスカッションが行われ、テーマはそれぞれのペアが相談して決めた。②日本語

が初級レベルの学生との交流では、自由な会話が難しいことから、日本語授業を担当する

教員と連携し、教員からもらったその週の学習項目を踏まえた課題シートに沿って Zoom

ミーティングで練習する形を取った。例えば、「～が好きです」の文型を使った課題シー

トでは、ボランティアと留学生がおたがいの好きなこと、好きなものについて日本語でイ

ンタビューを交互に行い、そこから会話を広げていく形式である。次の表２はボランティ

ア学生と日本語中上級の留学生が相談して決めたスケジュールの例で、表３は初級の学生

用のスケジュールである（ボランティアが日本語教員から学習情報をもらい、それに沿っ

て作成したもの）。 

 
2今回の取り組みでは、ほとんどの組が学期の最後まで交流をすることができていた。マッチングは学生

間の相性（合う、合わない）が出る可能性があるので、コーディネーターは相談を随時受け付けることを

周知していたが、2組から時間が合わせにくいという相談が来た以外は大きな問題は見られなかった。 
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【表 2 トピックベースの例（中上級）】    【表 3 学習項目ベースの例（初級前半）】 

 トピック   学習項目 

１回目 自己紹介 自分のこと  １回目 自己紹介、習慣（起きます・食べます等） 

２回目 自分の家族や自宅の紹介  ２回目 動詞文（どこで何をするか）他 

３回目 自分の地元・国のこと  ３回目 誘い（ませんか）、Nがあります・います 

４回目 好きなメディア作品  ４回目 Nが好き(会話)他 

５回目 ジェンダー・恋愛観  ５回目 将来の話、可能（～ことができる） 

６回目 教育・貧困  ６回目 依頼、ルール、行き方 

７回目 人生のインタビュー  ７回目 家族（父は働いている）、経験 

８回目 健康、疫病の防止 コロナ  ８回目 週末、意見の表現（と思う）他 

 

学生たちはこうしたスケジュールに沿いながらも毎週の状況に応じて様々な会話をして

おり、スケジュールは活動のおおよその目安として使われていた。多文化教育の授業と連

携して3、ボランティア学生たちは週報を作成し、その週に行ったことや感じたことを記録

し、教員に報告することで、自分たちの学びを可視化した。また、留学生との Zoomの交

流を録画し、コミュニケーションの省察を行った。 

本稿で分析の対象となったデータは、ボランティア学生の週報、Zoomの交流録画、学

生アンケート、最終発表会の録画、最終報告書などである。 

 

3．コロナ禍における留学生のオンライン・ソーシャルサポートの分析 

 非常時の外国人の支援として、前述したように、必要な情報を多言語ややさしい日本語

で提供すること、心理的不安を低減させること、社会文化的な違いから感じるストレスを

低減させることなどが求められる。ボランティアたちの活動では、これらと関連して次の

５つのソーシャルサポートが見られた。すなわち①やさしい日本語・英語を用いた来日

（隔離期間含む）の見守りと情報提供、②母語でのメンタルサポート、③留学生と社会を

つなぐサポート、④進学サポート、⑤就活サポートである。①から⑤の事例の留学生の背

景は以下の通りである。 

【表 4 留学生の背景】 

ソーシャルサポート 留学生（出身地、日本語レベル） 

①やさしい日本語・英語を用いた来日の見守りと 

情報提供 

Aさん スペイン・初級前半 

Bさん 台湾・初級前半 

②母語でのメンタルサポート Cさん 韓国・初級前半 

③留学生と社会をつなぐサポート Dさん 中国・上級 

④進学サポート Eさん 中国・中上級 

Fさん 中国・上級 

⑤就活サポート Gさん イラン・上級 

 
3 多文化教育科目は、所属大学のキャリアデザイン学部の体験型選択必修科目群に位置づけられ、この科
目群では講義と連携したインターンシップ、ボランティア活動を行う。筆者の授業では、国際交流のボラ
ンティア活動を通じた学びの可視化を重視し(村田 2018）、受講者にボランティア活動の計画、目標設定
を行ってもらうとともに、毎週の活動報告、交流録画の分析、小グループでのディスカッションなどを行
った。 
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3.1  やさしい日本語・英語を用いた来日の見守りと情報提供 

2020年には感染症の拡大に伴い、外国人の日本への入国制限が続いていたが、10 月以

降、留学生の新規入国が可能になった。このため、ボランティアとオンライン交流をして

いた留学生のうち 20％の学生が秋学期途中（11月頃）に来日し、ホテルでの 2週間の隔

離期間を経て、日本での留学をスタートさせた。このようなケースでは、ボランティアは

交流の前半は海外の学生に日本の情報を提供し、中盤には来日や隔離期間の学生の見守り

サポートを行っていた。ここではボランティア学生の週報と学生間の Zoomの交流録画に

基づき、隔離時期の見守りの実践を分析する。 

 
【図１ 2020年秋学期の留学生の入国のプロセス】 

 

ボランティア Hさんと留学生 Aさんとのオンライン交流の事例を見る。Hさんはスペイ

ン出身の留学生 Aさんとオンラインで週１回の交流を行い、毎週の Zoomミーティングで

は、簡単な日本語での自己紹介や短い会話の練習を行った（Aさんは日本語の学習歴が全

くなく、二人の練習は日本語と英語を組み合わせて行われた）。 

Aさんは学期の前半はスペインからオンラインでアクセスしていたが、入国制限が緩和

されたことから 11月に来日できることになった。このためボランティアの Hさんは Aさ

んの来日や隔離時期の状況を聞き取り、見守りを行っていた。 

 
【Hさんの週報から来日に関する記述を抜粋】 

6 週目（10月末） 

11 月に東京に来られるみたいなので、早く東京に行きたいと楽しみにしている様子が伝わってきまし

た。 

 

8 週目(11月前半）  

今週日本に来るみたいなので、日本になじんでもらえるといいなと思っています。 

 

9 週目(11月中旬）  

（日本に来て）とてもうれしそうでした。ホームシックじゃないかと聞くと、まったく寂しそうでは

なかったので、驚きました。 

 

10週目（11月後半）  

日本にきて、検疫（隔離期間）も終わったので、寮で友達ができたみたいなので、少し安心している

ように見えました。 

＊～週目は学期開始後の週数を表す。 

 

ボランティアの Hさんは Aさんと Zoomだけでなく、LINEでも連絡を取りあい、隔離

期間中は困ったことがあれば連絡するように伝えていた。実際にホテル隔離中の時期に A

    来日  隔離  留学生活の開始 
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さんから相談があり、ホテルの外へ出たいがどこを歩いたらいいかがわからないなどとい

った質問を受けており、近くの公園の情報を教えるとともに、ホテルのフロントの人に聞

くようにアドバイスしている。Hさんはこの期間を振り返って以下のように述べている。 

 

検疫中（隔離期間中）が孤独だったと思います。2 日に一回は連絡が来てたので、寂

しくなった時に連絡をしてくれたのだと思います。 

 

こうした隔離期間中の留学生を支えたもう一つの実践例としてボランティア学生 Iさん

と初級前半の留学生 Bさん（台湾出身）の例を示す。Bさんは来日してホテルでの隔離に

入っており、画面の背景にはホテルの部屋が映っている。Iさんはできるかぎりやさしい

日本語を使いながら、必要に応じて英語を入れて、Bさんとコミュニケーションを取って

いる。 

 
【Zoomミーティング例①】（11月中旬 Bさんは隔離中のホテル、Iさんは自宅から） 

ボランティア I：今はまだホテルですか。日本？ 

留学生 B     ： はい、ホテル、です。（中略）  

ボランティア I：どうですか。日本での生活は。日本で。 

留学生 B          ：日本で。 

ボランティア I：生活、あの、過ごしていて。（中略）過ごすって難しいですね 

（「過ごす すごす」とチャットに表示） 

How is your life in Japan? What is going on? 

留学生 B           ：過ごす・・。あの、so-soです。 

ボランティア I：そうですよね。まだ外にあまり行ってないですよね。 

留学生 B          ：あまり・・。 

ボランティア I：なんか、ステイホームみたいな。 

留学生 B          ：ああ 

ボランティア I：外に出かけていない。You are not going outside, right? 

留学生 B          ：I can go outside. コンビニへ行きます。そしてそばへ行きます。 

 
 

 

さらに、このセッションで Iさんは隔離期間中の Bさんの生活支援も行っている。Bさ

んは隔離期間中、ホテルと近くの散歩のみ許可されているため、時々コンビニで買い物を

していたが、毎回、ビニール袋について聞かれた際に、日本語でどうやって断ってよいの

かわからなかった。このため Iさんと以下のようなやりとりを Zoomでしている。 

 

【Zoomミーティング例①の続き】 

留学生 B   ：I have a question. How to say this in Japanese? 

         これは日本語で何ですか。（Bさんがビニール袋を見せる） 

ボランティア I ：袋、です。 

留学生 B   ：ほくろ 

ボランティア I ：ふくろ（チャットに「ふくろ」と入力） 

留学生 B   ：（チャットの字を確認する） 

ボランティア I ：コンビニとかで、袋、要りますか。 

留学生 B   ：あ～、袋。Every time, I go to コンビニ, and when I check the 
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bill, the clerk （中略）asks me “do I need the bag?,” and actually don’t know what the 

clerk says, and I always say はい.    

ボランティア I ：あ～。OK。So, like, maybe like, 袋、要りますか。 

留学生 B   ：ふくろ 

ボランティア I ：I think theコンビニの人は「袋、要りますか」って聞きます。 

留学生 B   ： ah-ha, はい。 

ボランティア I ：袋、要らない、要らなかったら 

       （首を振るジェスチャーをしながら）要りません。 

留学生 B   ：要りません。 

ボランティア I ：要りません。袋、大丈夫です。要りません。 

留学生 B      ：はい。 

  

Iさんと Bさんは隔離期間後に感染対策をして会うことができた。Iさんは Bさんを神社

やお寺に案内し、お参りの作法などを教え、自分も調べる中で、日本文化とも改めて向き

合うことができたと述べており、一緒に出掛けることで Zoomでの交流では学習しきれな

いこともたくさんできたと振り返っている。 

3.2  母語でのメンタルサポート 

 日本語で話をすることが難しいケースでは、留学生の母語（韓国語）でのサポートも見

られた。留学生 Cさん（韓国出身）は日本語の学習歴がほとんどなく、専門科目はすべて

英語で学ぶことを目的として来日したこともあり、コロナ禍での来日と日本での様々な手

続きが非常にストレスとなっていた。このためボランティアの Jさん（日本語と韓国語の

バイリンガル）は、日本語の学習支援よりも韓国語でのサポートに比重を置き、日本語は

自己紹介や簡単な挨拶を練習する程度にとどめた。Jさんは留学生のメンタルサポートや

生活サポートが必要なことを週報に以下のように記している。 

 

分からないことだらけの環境に一人で飛び込むということが、いかに大きな不安を伴

い、精神的・肉体的にも大変であるのかを知った。実際に Cさんは日本に来てから頭痛

がすると言っており、分からないことや不安が多いためであると言っていた。そのた

め、週に一回でも分からないことを聞ける時間の意味は今まで以上に大きいと感じ、C

さんの日本語学習のサポート以外にも私にどのようなサポートができるのかを常に考え

る必要があるとも思った。 

 

交流の後半では様々な生活相談を行っており、Cさんが来日して隔離期間に入った時期

には、日本での生活における心配事（定期券や銀行、携帯、テレビ、ニュースについて）

の相談に乗っている。さらにその次の週には、テレビのつけ方など寮に関する質問に答え

るとともに、Cさんが大学の教授に挨拶に行くための日本語の挨拶表現や礼儀について教

えている。また、留学生の相談に対応することで Jさん自身が日韓の礼儀の差異に気づ

き、自分の常識にとらわれずに、相手の常識を知るべきだという振り返りもなされてい

る。さらに、隔離期間後に、東京での生活の話を聞き、留学生が銀行で日本語が通じない

ために対応を断られたことに衝撃を受け、「これを他人事だと考えず、何を変えていかな

ければならないのか、どのように変えていかなければならないのか考える必要がある」と

記している。 
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Jさんは、コロナ禍での来日直後の Cさんの言葉や姿を通して、言語という壁が想像以

上に大きなストレス、不安を伴うことを感じ、また、母語での支援活動を通じて、相手に

とって週に一度相談できる場を作れたことの意義を感じていた。留学生の Cさんからのコ

メントにおいても、Jさんと毎週会えたことで心理的に安定し、いつでも質問をすること

ができる人がいるということ、韓国語が通じる人が日本にいることが大きかったと述べら

れている。 

3.3  留学生と社会とをつなぐサポート 

来日して留学生活を始めても、コロナ禍で学校に行って人と会うことができないため、

孤立感、孤独を感じる留学生が多かった。春の緊急事態宣言が出た時期の留学生の一日の

行動は以下のようなものであった。多くの留学生がオンライン授業以外で、対面で人と接

する機会がなく、せっかく留学しても日本社会、大学、そして日本に住んでいる人びとと

のつながりを感じることが難しい状況にあった。 
 

【2020年 5月の緊急事態宣言中の留学生の生活例】（留学生の聞き取りから） 

8:00   起床 

10:40 オンライン授業① 

12:20 昼食 

13:00 オンライン授業➁ 

15:00 オンライン授業③ 

16:40 授業終了、少し散歩と買い物 

20:00  勉強 

 

ボランティアとの毎週のオンラインの交流は、定期的に人とつながり、様々な日本のテ

ーマについて話し合う機会であり、4.3 で後述する留学生の感想を見ても、人と定期的に

つながって日本語を話せたこと、そして日本の事を学べたことは大きな意味をもってい

た。ボランティアの Kさんと留学生の Dさん（中国出身）の交流の事例では、ボランティ

アの Kさんは、毎週 Dさんとテーマを相談して、留学生のリクエストに応じて日本文化を

紹介しており、次の表に示したように日本の将棋の人気、漢字能力の低下、日本人が桜が

好きな理由など様々なトピックを紹介している。Kさんは自分が紹介するセッションの前

にはパワーポイントやレジュメを作成し、留学生が後でも見られるように工夫している。

また Kさんと Dさんの交流では、双方向の教え合いが行われており、Dさんも自分の国の

紹介を隔週で行い、二人でディスカッションをしている。Kさんは Dさんのプレゼンテー

ションの週も、事前にそのテーマに関して日本での状況はどうなのか調べて情報を集めて

おき（例えば LGBTQ、幸福度）、ディスカッションに備えている。 

【表 5 二人の交流トピック例】  

 ボランティア Kの国の紹介 留学生Ｄの国の紹介 

１回目 日本の将棋人気の理由  

２回目  中国の LGBTQ事情 

３回目 低下する日本人の漢字能力  

５回目  中国の人の幸福度 

６回目 日本人が桜が好きな理由  
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さらに、留学生と社会とをつなぐサポートとして、Kさんは自分の知り合いがいるサー

クルに Dさんを誘って一緒にオンラインで参加している。多くの留学生が日本のサークル

活動に興味をもっているものの、コロナ禍で新学期の新入生歓迎のイベントもなくなり、

留学生がサークルに入りにくい状況であったが、Kさんが Dさんと一緒に参加すること

で、Dさんの交流の範囲を広げるサポートをしている。また、二人のオンライン交流は、

お互いの社会文化の紹介やディスカッションだけでなく文化体験の要素も取り入れてお

り、オンラインで一緒にお茶をたてる活動は、Dさんに非常に喜ばれていた。 

Dさんは、学期末に留学生活を振り返って、最初は学校に行けず対面交流がないため精

神的に落ち込んでいたが、Kさんとオンラインで毎週会って話ができたことで、日本語の

使い方、日本の社会、日本人の日常生活など様々なことを学べたことに感謝の言葉を述べ

ている。 

3.4  進学サポート 

 留学生の中には、来日して日本語を学び、日本の大学への進学の準備をしたいと考えて

いた学生もいたが、コロナ禍で日本進学が先行き不透明な状況になり、ストレスを抱えて

いた。こうした学生にとってボランティアとのオンライン交流は、日本のことや日本の大

学の状況について知り、進学のモチベーションを維持するためのよい機会となった。 

 ボランティアの Lさんと留学生 Eさん（中国出身）の交流では、Lさんが受験期の留学

生を支援する姿が見られる。Lさんは Eさんが日本の大学に進学を希望していることを聞

き、日本語の勉強を大切に思っている Eさんの気持ちを受け止め、この週の週報に以下の

ように記している。 

 

Eさんが日本の大学に進学したいと言っていたので、その思いに至った経緯等を少し

踏み込んで聞きました。Eさんは日本のアニメが好きらしく、文学的な学問に興味が

あるそうです。次回は中国について少し踏み込んで質問したり、私も日本の大学生

として感じる部分等、お互いに質疑応答しながら会話練習を行いたいと思います。 

 

また、L さんは Eさんに日本のコロナの状況や大学の通学状況について説明し、情報を

提供している。 

【Zoomミーティング例②】（Eさん、L さんともに自宅から） 

ボランティアＬ：日本はね、最近またコロナウイルスがすごく増えてきて 

        今すごく危ない状況です。 

留学生 E   ：はい、私はニュースを見ました。この、あー、最近は、毎日 500以上の人の。 

ボランティアＬ：うーん、そうそうそう。（中略） 

留学生 E   ：私は大学のメールを見ました。この、レベル２、 

        今。私の（中国人の）友達が心配な、不安の感じ。 

ボランティアＬ：そうですね。僕たちもすごい心配で。大学もね、レベル 2だから。 

        東京都はすごく感染者が増えているんですけど、まだレベル２なので、大学に行ける 

状態なので、少し危ないなって思います。  
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Lさんは Eさんから先の見通しがつかない現状では、来日したい気持ちがあるものの、

まだ行ける状況でもなければ気持ち的に行く準備も出来ていないという話を聞き、相手の

もどかしい気持ちを受け止めながら励ましている。さらに Lさんは Eさんの体調があまり

よくなさそうなことを心配し、話を聞いたところ、Eさんは週に 5日深夜から朝までのア

ルバイトをして日本留学の準備を親に頼らずに自分で行っていると話している。これに対

し、Lさんは「大切なことですよ」とほめつつも、Eさんが徹夜明けで鼻が詰まっている

のを画面越しに見て「体調に気を付けてくださいね」と心配している。また、Lさんは E

さんが勉強のモチベーションを保てるように日本のアニメや食文化の話をして Eさんを元

気づけている。 

 上記の例は大学進学希望者の支援であるが、ボランティアの中には、大学院に進学希望

の留学生の支援を行ったケースもある。ボランティアの Kさんは進学希望の留学生の Fさ

ん（中国出身）の依頼で、Fさんが書いた大学院の教授に送る申請書の日本語のチェック

を行い、フォーマルな手紙の書き方（「拝啓」、「敬具」など）、敬語の使い方（「思い

ます」と「存じます」、「相談」と「ご相談」の使い分け）など様々な点を留学生の Fさ

んにアドバイスしている。大学院の進学や申請書類は通常は日本語教育プログラムの教員

に相談する留学生が多いが、オンライン授業に移行し、教員に相談しにくい状況の中で毎

週会って相談できるボランティアの存在は非常に大きく、このケースでも急な大学院の申

請に際して、ボランティアが誰よりも頼れる存在だったのではないかと思われる。 

3.5  就活サポート 

 卒業後に日本で就職したいと考えている留学生は多いが、日本独特の就活システムがわ

からず、就活に困難を感じる学生も少なくない。コロナ禍での就職活動は従来にも増して

先行きが見通せず、留学生への支援が必要とされる。ボランティアの中にはコロナ禍で自

分も就職活動をしている学生がおり、早期選考プロセスで忙しい中、留学生のために就活

の情報をオンラインで提供し、支援するケースが見られた。 

 以下の Zoomミーティングではボランティアの Lさんが留学生の Gさん（イラン出身）

に日本の就活のシステムについてやさしい日本語を使って伝えようとしていることがうか

がえる（Gさんは日本での就職を希望）。 

【ミーティング例③】（Lさん、Gさんともに自分の部屋から） 

留学生 G：その就職活動のスケジュールとか、流れは今、決まっていますか。どういう流れにしてます

か。 

ボランティア L：あ、はい、日本の制度、就職活動の仕組みとして、まず、うーん、３年生の、あ、違

うな、ごめんなさい。４年生の４月（G：はい）４年生になったばっかりの時期に、あのー、何だろう

な、エントリーが始まるんですね。（G：はいはい）で、それは、えっと、みんな一緒、みんな共通な

んですね。どの学生も。（G：はいはい）日本全国の学生が、うん、４年生の４月からエントリーが始

まって、そこで、エントリーシートとか、自己紹介の紙を書いたりして、企業に送ります。で、企業が

この人いいなあって思った人を選んで、そっからだんだん面接とか、いろいろ、ね、どんどん進んでい

くっていうシステムが、日本のノーマルなシステムなんですけど、（G：はいはい） 

だけど、私、今３年生じゃないですか。まだ。３年生です。で、今、日本では、その、４月からのエン

トリーの前、それよりももっと早い段階から、説明会とか（G：ああ）インターンシップって呼ばれて

いるものがあるんですね。（G：はい、インターンシップの経験がありますか）はい、そのインターン
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シップに参加して、よいパフォーマンスができた人とかは、早めに・・就職活動、てか、選考に入れる

んですね。（G：ああ）４月に入る前に、この人、インターンシップ一生懸命頑張ってて、いい成績出

しているから、この人早めに採用しようっていう、そういうシステムも日本にはあるんですね。（G：

はあ）私はそのシステムで今がんばっているところです。ちょっと早めに。（G：はい、わかりまし

た）。 

（下線は筆者による）   

                            

 Lさんは日本独特の就活のキーワード（エントリー、エントリーシート、新卒一括採

用、インターンシップ、早期選考など）を Gさんが理解できるように、やさしい日本語で

説明しており、例えば新卒一括採用は「みんな一緒、みんな共通」、エントリーシートは

「自己紹介の紙を企業に送る」と説明している。また、エントリーシートの書き方の情

報、自分が作成したエントリーシートの資料を留学生に提供し、就活の具体的なイメージ

がもてるように支援している。Gさんはこうしたサポートを受けたことで、就職活動の前

に何を準備すればよいのかわかり、それまでもっていた不安が低減し、自信がついたと述

べており、Lさんに紹介してもらったアプリを使って就活を始めている。 

 

4．交流と支援活動を通じた気づき 

ボランティア学生にとってコロナ禍でのオンラインの支援や交流はどのような意味があ

ったのだろうか。一般的な国際交流と共通する気づきや学びのコメント、そして、コロナ

禍での学びの二つに分けて分析する。 

4.1  一般的な国際交流と共通する気づき 

従来の国際交流の研究において、日本語での交流ボランティアの学びとして様々な点が

指摘されており、言語コミュニケーションスキルの重要性の認識、自分の学習方法の見つ

めなおし、自国の社会文化、日本語の再認識、視野の広がり、国際交流や留学への動機付

けなどが挙げられている（ファン 2005、永井 2012、村田・竹山・長谷川 2019）。本稿の

ボランティアのコメントでも、こうした学びや気づきは共通している。 

【表 6 ボランティアを通じて学んだこと（コロナ禍での気づきは後述）】  

 コメント 記述数 全記述中の割合 

1.  やさしい日本語の使い方、日本語の見つめなおし 43 28% 

2.  文化の違い、多様性への気づき、自国文化の見つめなおし 34 22% 

3.  積極的なコミュニケーション、相手の立場に立って交流す

る気持ち、学び合う大切さ 

28 18% 

4.  お互いの時間を合わせるための確認と調整 9 6% 

5.  交流の準備と雰囲気づくり 8 5% 

6.  言語以外のコミュニケーション（ジェスチャー、画像、漢

字、文字、写真、PPT、Google翻訳等） 

7 4% 
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表の上位３つの項目の例を挙げる。 

1. やさしい日本語の使い方、日本語の見つめなおし 

ボランティアのコメントで最も多かったものがやさしい日本語の使い方や日本語の教え

方に関する気づき、学びであった。また、相手の質問に対して答えられなかったり、説明

に苦労したりしたことから、日本語の難しさ、面白さに気づいたというコメントも多かっ

た。 

2. 文化的な違い、多様性への気づき、自国文化の見つめなおし 

お互いの国や社会文化について話し合うことを通じて、文化の違いや多様性について理

解を深めたというコメント、また、自国の社会、文化について当たり前と考えてきたこと

を相対化する機会になった、自分の国のことをもっと勉強する必要性を感じた、といった

コメントが多かった。 

3. 積極的かつ相手の立場に立ったコミュニケーション、学び合う大切さ 

コミュニケーションに関する気づきとして、やさしい日本語、英語など、あらゆるリソ

ースを使って相手に積極的に働きかけることの大切さ、相手の立場に立ってコミュニケー

ションを取ること、伝える気持ちやわかろうとする気持ちの大切さなどが挙げられた。 

 

テクノロジーの使い方 

 また、６位の言語以外のコミュニケーションと関連して、オンライン交流によりテクノ

ロジーのスキルが向上したかどうかボランティアにアンケートを取ったところ、5 段階評

価で 4以上の自己評価をした学生が全体の３分の 2（75.6％）を占め、オンライン交流と

学習支援を通じてテクノロジーのスキルが向上したと感じた学生が多かったことがわか

る。学生たちは、交流相手の理解を助けるために、チャット機能（66%）、画面共有

（93%）を活用し、チャット機能では漢字、ひらがな、英語を見せたり、画面共有で web

画面、地図、写真、映像などを用いて、視覚的にわかりやすく説明したりするなど努力を

していた。また 3.1の事例で見られたように、LINEで留学生の相談や質問に対応していた

学生もいた。 

4.2  コロナ禍での交流についてのコメント  

 上記のような国際交流を通じた気づきに加えて、コロナ禍での交流と学習支援に関し

て、ボランティア学生たちはどのように感じたのかを聞いたところ、以下のようなコメン

トが挙げられた。 

【表 7 コロナ禍でのボランティアの意義】  

 コメント 項目数（合計 37） 

1.  人となかなか会えない中で、留学生と話ができてよかった 15（40%） 

2.  孤独を感じていた留学生の話し相手になれた 8(22%) 

3.  コロナに関する情報交換、学び合いができた 8(22%) 

4.  コロナ禍でも日本語を使う機会を提供できた 3(8%) 

5.  コロナ禍でも国際交流ができると気づいた 3(8%) 
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表の上位３つの項目の例を挙げる。 

1. 人となかなか会えない中で、留学生と話ができてよかった 

 学生たちからは、人と会うことが少なかった時期に毎週一度、留学生とオンラインで会

い、お互いに様々な話ができたことはよい経験であり、コロナ禍の生活の質が高まったな

どのコメントが挙げられた。 

2. 孤独を感じていた留学生の話し相手になれた 

 留学生が孤独を感じていた様子を見て、相手と定期的に話したり、相手が困っているこ

とを助けたり、精神的な助けになれたことがうれしいといったコメント、相手の状況を理

解してボランティアとしての責任感をもって取り組めたことがよかったなどのコメントが

挙げられた。 

3. コロナに関する情報交換、学び合いができた 

 コロナ禍という共通の境遇があったので、お互いのコロナ禍での生活について話し合っ

たり、国によるコロナの状況の違いや、相手の国の生の声を聞いたり、コロナに対する見

方の違いなどを話し合えたことがよかったというコメント、留学生に情報提供ができてよ

かったというコメントが挙げられた。コロナに関する情報交換やそれぞれの国の状況比較

の具体例は以下の通り。 

 

【コロナに関する相手の国との情報交換の具体例】 

・ 韓国と比較して日本におけるコロナの感染者が増加していることを取り上げ、日本ではコロナの

状況に慣れてしまい、レストランでの飲食や会食を平気でする人々がいて、コロナへの危機感が

低くなっていることを話し合った。 

・ フランスと比較して、フランスの休業補償が日本よりかなり手厚いことに驚き、ニュースで聞く

よりも、より身近な留学生から聞けたことで興味をもった。 

・ 中国で感染者が少ない理由について話し合い、政府の姿勢や国の体制の違いについて話し合っ

た。 

・ インドネシアの留学生が外出を控え、慎重に行動しているという話を聞き、自分の周りにはその

ような考えの人はいないため驚くとともに、日本では緊張感が薄れつつあることを自覚した。 

・ コロナが勃発してからの中国に対する偏見やステレオタイプについて話し合った。 

・ コロナで留学生が差別的な扱いを受けた話を聞き、衝撃を受けた。 

・ 留学生のコロナ禍での問題を知った（帰国したくとも飛行機代が高く帰国できない状況、アルバ

イトが減ってしまい人と接触する機会が激減した、家がコロナ禍で経済的に厳しいなど）。 

・ 来日する留学生に日本のコロナの状況や注意点を伝えられてよかった4。 

 

 

4.3  留学生の声  

留学生にとってコロナ禍でのオンライン交流や学習支援はどのような意味があったのだ

ろうか。ボランティア学生が学期末に留学生に聞いた感想をまとめたものを以下に示す。

従来の日本語での国際交流の効果として、日本語の運用力の向上、学習意欲の高まり、日

 

4 具体例は 3.1、3.2、3.4参照 
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本の社会や文化の理解の深まりなどが挙げられているが（村岡 1992、横須賀 2003、寅丸

2007、矢部 2005、赤木 2013）、コロナ禍でのオンラインでの交流において特徴的な点

は、「人との関わり、人と話せたこと」といった、人とつながることに関するコメントが

最も多かったことが挙げられる。コロナ禍で人との関係性が希薄な状況での交流であった

からこそ、つながりが貴重に感じられたのではないかと思われる。 

【表 8 留学生のコメント】  

 主なコメント 記述数 割合 

1.  話せて楽しかった・日本人と関わるよい機会だった 15 37.5% 

2.  日本語の学習に役立った 14 35% 

3.  日本のことが学べた・お互いの国のことが話せてよかった 8 20% 

4.  その他 3 7.5% 

 

以下、表の主な項目の回答例を示す。 

1. 話せて楽しかった・日本人と関わるよい機会だった 

 学生のコメント例として、学校に行けず日本人と関わる機会がない中で、日本人と話す

数少ない機会であった、仲良くなれてうれしかった、毎回の会話があっという間に終わる

ほど楽しかった、友達になれた、活発な性格のボランティアと関われてよかった、精神的

に安心感が得られた、人とかかわることが進学、就職活動のモチベーションになったなど

が挙げられた5。 

2. 日本語の学習に役立った 

 日本語学習に関しては、ボランティアがていねいに忍耐強く教えてくれた、言いたいこ

とを表現する手伝いをしてくれた、会話力や聴解力が伸びた、語彙や文法など知識が増え

た、普通の会話が習えた、日本語を直してくれてよかった、話すことに自信がついた、ニ

ュースやドラマがわかるようになった、日本語学習のモチベーションが高まった等の学生

のコメントが挙げられた6。 

3. 日本のことが学べた・お互いの国のことが話せてよかった 

 日本について知るきっかけになったというコメントも多く、毎週テーマを変えて様々な

トピックで話せたことがよかったと述べられている（例：日本の観光地、年中行事、食文

化、教育システム、女性の立場など）7。またお互いの国や文化に関する情報交換ができて

よかったというコメントも出された。 

 

5．まとめと考察 

本稿ではコロナ禍におけるボランティア学生による留学生のソーシャルサポートとして

次のような実践を明らかにした。①やさしい日本語や英語を用いた来日の見守りと情報提

 
5 精神的サポート、進学、就職活動サポートの具体例は 3.2、3.4、3.5を参照。 

6 ていねいな日本語での対応に関する具体例は 3.1 参照。 

7 具体例は 3.3を参照。 
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供、②留学生の母語でのメンタルサポート、③留学生と日本社会とをつなぐ交流サポー

ト、④進学サポート、⑤就活サポートなどである。こうした実践は、非常時の外国人支援

を考える際に役立つのではないかと考える。 

また、ボランティアの学びや気づきとして、一般的な国際交流における気づきと共通す

る点と異なる点を分析した。共通する点としては日本語、多文化理解・自文化理解、コミ

ュニケーションに関する気づき、学びであり、コロナ禍の交流だからこそできたこととし

ては、人と会えないコロナ禍で留学生とつながれたこと、孤独を感じていた留学生の話し

相手になれたこと、コロナに関する情報交換、学び合いができたことなどが挙げられてい

る。このほかに留学生のコメントとして、人とつながれたことの喜びが最も多かったこと

も、コロナ禍の状況を反映していたのではないかと思われる。 

本稿は感染症の拡大により対面を中心とした交流や支援がストップする中で始められた

オンラインでの留学生支援の実態を分析し、その意義を明らかにしたが、こうしたオンラ

インでの留学生支援は、社会のデジタル化が進む中で今後ますます広がっていくことが予

想される。本稿の実践分析が今後の留学生支援、そして非常時の外国人の支援を考えてい

く際のリソースになれば幸いである。また、こうした活動は多文化共生に貢献する人材を

育成する上でも活用することができるのではないかと考える。 

 

6．おわりに 

日本語教育プログラムには毎年多くの学生が授業支援ボランティアとして参加している

が、これまでの授業ボランティアの活動では、本稿で分析したようなソーシャルサポート

にまで踏み込んだ活動は見られなかった。今回のようなボランティア学生達によるソーシ

ャルサポートは、コロナ禍での困難な状況であったからこそ見えてきたものであり、本稿

は非常時のボランティア活動の新しい可能性、さらには、非常時のボランティアから、平

時にも可能なソーシャルサポートの可能性を示せたのではないかと考える。 

同時に本稿で分析したボランティア活動は、教育プログラムとボランティア活動の連携

の重要性を示している。ボランティア学生達は、多文化教育の授業の中で差別、偏見、ヘ

イトスピーチなどの問題について議論を重ね、また、在住外国人を取り巻く様々な制約、

課題を学ぶとともに、相手のニーズに応じて、やさしい日本語を用いたコミュニケーショ

ンをすることの重要性を学んだ上でこのボランティア活動を行っている。また、1 回限り

の交流ではなく、学期中、継続的に交流・支援を行い、毎週の活動の省察を行い、問題点

を洗い出し、次回の活動に生かすという、実践、省察、応用のサイクルを経たことも学生

の気づきや学びを深める点で重要であったと考える。教育プログラムと連携した学生ボラ

ンティアによる在日外国人の学習支援、ソーシャルサポートの分析はまだこれからの分野

である。本稿で明らかにしたことを踏まえて、さらに教育デザインとボランティア活動の

連携の在り方を検討し、ボランティア活動の実態についてさらに分析を進めていきたい。 

 本稿のボランティア学生と留学生のコメントからは、学生達がこのコロナ禍でサポート

する／されるという立場を超えて、人とのつながりをもてたことに感謝していることがう

かがえた。ボランティアは「してあげる」のではなく、相手に寄り添い、共感し、お互い

に学び合うことが非常に大切である。コロナ禍で孤独やストレスを抱える中で、学生達が

支え合う気持ちをもってつながり、お互いを取り巻く環境や社会について意見を交わし、
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学び合ったことは、これから彼らが先の見えない時代を生きていく上で、非常に大切な経

験だったのではないかと考える。今後も教育プログラムと連携したボランティア活動を通

じて多文化共生に貢献する人材育成をしていきたい。 
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